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九州 におけ るウマバ エ症 の疫学 的研究
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ウマバ-科 FamilyGasterophilidaeの幼虫が馬の胃･腸に寄生して起こる消化器系--ウジ

症 (以下, ウマ/ヾ-症と称す)は, 馬の普遍的な寄生虫症の一つで, 世界各地に分布 する.すな

わち,北米では Graham etal.1'が Texas州の馬508頭､を剖検し,大部分に Gasterop/u'lusintes-

tinalE'S と Gasterophilusnasalisの寄生を認め,かつ1頭当りの平均寄生数は 226匹であったとい

ラ.南米では Mello2' がブラジルにおける GasterophL'lus属について記載し,Vogelsang3' はベ

ネズェラで メキシコ･アルゼンチンか らの輸入馬に Gasterophilusinteslinalisと Gasterophilus

veterinus(G.nasalisの synonym)を検出,また Quintero ｡̀ は ベネズェラのと殺馬の 98%に

Gasterophllusintestinalisを,約 70%に Gasterophllusveterinusを認めたと述べている･アフl)カ

では Graberetal.5) が チャ- ドの馬 ･ろ馬に GasterophL'lusnasalisと GasterophillLSinteslinalis

の寄生を認め,オーストラl)了では Rainey6'が,Tasmania州で Gasterop/u'lzLS属幼虫の寄生に

起因する馬の-い死例に遭遇し,Stevens7)は Queensland州の広い範囲に Gasterophilt･LSintesli-

nalisが分布すること, 同時に Gasterophilusnasallsも認められたが, Gasterophllushaemorrhoi-

dalisの分布については未だ報告がないと述べている･ 次に欧州では Bouvier8'が,スイスにおけ

る Gasterophllus属並びにその他のノ､-ウジ症について記載し,ソ連邦では,Rauckis9) が 1)スア

エアの GasterophL'lus属に関し報告している.CartalO'は地中海 サルジ-ヤ島の馬から GaslerO-

philusmeridionalE'Sを検出,Sayinetal･11'は トルコにおいて駆虫剤投与後の馬 ｡ろ馬 ･ら馬から,

それぞれ 31%,46%,8%の割りに Gasterophllus属幼虫がふん便中に排出されるのを認めた･

一方,本邦ではかつて陸軍獣医部がウマバ-症の調査研究を行なっていたが, 戦後,家畜として

の馬の重要性がその座を牛にゆずって以来,本症と取 り組む研究者が非常に少なくなった･ わずか

に市岡ら12'は北海道十勝地方の馬30頭中7例 (23.3%)にウマバ-幼虫 (以下,ウマバ-と暗称)

の寄生を認め,北村13'は北海道の道東地区からと畜場-搬入された馬156頭中,56･4%の割りにウ

マバ-寄生を認めた報告があるだけである･

われわれは昭和43年以来,九州内の主要と畜場のと殺馬について ウマバ-の寄生状況を調査して

:i:家畜病理学研究室 = 家畜解剖学研究室
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いたが,その数 1,000例を越すに至った.以下にと畜場別,馬の産地別 ･年令別など各角度から検

討し,また寄生部位 ･寄生数などの集計を行ない, もって九州における本症の疫学についていささ

かの知見を得たのでその成績を報告する.

調 査 方 法

調査を実施したと畜場名,調査時期,調査頭数は次のとおり.

(i) 熊本市食肉センター (熊本市南熊本2丁目) 調査時期:昭和43年7月,43年12月,

44年8月,45年8月,45年12月,46年1月.

(ii) 都城市食肉センター (宮崎県都城市)

46年3月.調査頭数:計168頭.

(iii)別府市食肉センター (大分市場用)

年2月.調査頭数:計125頭.

(iv) 飯塚と畜場 (福岡県飯塚市) 調

査時期:昭和44年3月,45年7月～11月.調査

頭数:計 70頭.

(注) 熊本市食肉 センタ-の調査頭数が格

別多いのは, 同場 の馬の と殺頭数が多いこと

と,たびたび調査を実施したためである.

各と畜場とも作業者 が手早く胃･腸 を切開

し,内容物の除去 ･水洗いと流れ作業式に仕事

を進めるが,そのさい胃内腔および十二指腸起

始部を観察しウマバ-寄生の有無を調べ,寄生

例については寄生部位 ･寄生数 (概数)を観察

して調査用紙に記入した.また非寄生例をも含

めた全と殺馬につき馬種 ･毛色 ･性別 ･年令 ･

産地を調査した.とくに産地の調査には重点を

おき,まず九州産馬か北海道からの移入 ･搬入

馬かの区別を明らかにし,九州馬については更

に県別を調べた.このさい北海道馬としてほ輸

送直後のものばかりでなく,北海道から移入さ

れたあと肥育のため九州内で1-2カ月飼育さ

調査頭数:計646頭.

調査時期:昭和44年2月～9月,45年12月～

調査時期:昭和44年2月～4月,45年12月～46

調査を実施したと畜場所在地

れたものも含めてある.

なおウマバ-幼虫には直腸に寄生する種類もあるが, 今回の調査 では直腸の観察は行なってい

ない.

調 査 成 績

1. と畜場別の成績

まず調査を実施したと畜場別にウマバ-症の検出状況を示すと第 1表のとおりである.

この表に見るごとく,全体としては 1,009頭中309例 (30.6%)に寄生を認め,九州内でと殺さ
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第 1表 と 畜 場 別 の 検 出 状 況

63

と 畜 場 別 I調 査 頭 数 f寄 生 例 数 l寄生率(%)

計

れる馬の相当数がウマバ-の侵襲を受けていることが判明した･ ところでと畜場別の検出率に大幅

の差が見られるが,これは次項で述べるように各と畜場で扱 う馬の産地と密接な関係がある.

2.馬の産地別による成績

既述のごとくと殺に当って馬の産地をできるだけ克明に調査したが, なかには業者が自己の買入

れた馬の産地を知らない場合もあり, それらは産地不明として処理せざるを得なかった.いま各と

畜場ごとに馬の産地別のと殺頭数並びにウマバ-寄生例数を示すと第2表のとおりである. 表中,

各欄の上段はと殺頭数,下段 (カッコ内)は寄生例数を示す.

第 2表 馬の産地別による寄生状況

旭別

｣

九

汁

第2表に見るごとく,北海道馬は合計 402頭中222例にウマバ-寄生が認められ,55･2%の高い

寄生率を示したのに対し,九州馬は合計503頭中わずか 44例 (8.7%)に寄生 を認めたに過ぎな

い.すなわち北海道馬と九州馬とでは ウマバ-寄生率に大差のあることが判明 した. このことか

ら,と殺馬中北海道馬の占める割合が比較的多い熊本や飯塚と畜場 では ウマバ-症 の検出率が高

く,他方,ほとんど地元 (九州)産の馬ばかりをと殺する都城と畜場ではすこぶる低い検出率であ

り, また九州馬が主であるが北海道馬もある程度と殺する別府と畜場の検出率が中位を示す結果と

なったわけである.

次に九州内の各県別の成績であるが, 熊本県産の馬の寄生率がやや高く,宮崎県馬は逆に低く,

鹿児島･大分県産はその中間であるが, 長崎 ･福岡 ･佐賀県は例数が少なくて比較不能である･い

ずれにせよ九州内各県の間には,著しい差は認められないようである･ 表中,産地欄の ｢その他｣

榊 i,山口･広島 ･島根 ･愛媛など諸県の馬のほか, 別府と畜場では岩手県産6頭を扱い,そのう
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ち 3例 (50%)にウマバ-寄生を認めた.例数は少ないが東北地方の馬が北海道並みの高い寄生率

を示したのは興味深い. なお産地不明のもののなかには,体格から判断して北海道馬が相当数含ま

れていたようである (北海道馬は九州馬に比し体格の大きいものが多い).

3.馬の年令別による成績

と殺馬の年令を5段階に分け,それぞれのウマバ-寄生率を示すと第3表のとおりである.

第 3表 馬 の年令別 にみた 寄生率

年 令 区 分 l調 査 頭 数 L寄 生 例 数 I寄生率(%)

この表に見るごとく,年令が進むにつれて寄生率は高くなり,とくに15才以上の老令馬は半数以

上に寄生が認められた. 他方,2才以下の若令馬にも相当程度の寄生を見たことは注目に価する.

4.寄生部位と寄生数
観察の結果,寄生部位は次の数カ所に分けられる.すなわち, (a)前胃部 (b)ヒダ状緑を境

として前胃部と腺部 にまたがる部位 (C)胃底部 (d)幽門部 (e)幽門から十二指腸起始郡

にかけての範囲. このうち (C)はウマバ-幼虫の本来の寄生部位ではなく,一時的 ･臨時的に唆

着したに過ぎないもののごとくである. その証拠に喫着部の粘膜に噴火口状の特異な経時性病巣の

形成は全く認められない. なお前胃郡のウマバ-幼虫は密集的に寄生するものと散在性に寄生する

場合があるが,幽門部 ･十二指腸ではほとんどの場合が密集性で,散在性寄生はごくまれである.

さて臨時的な仮の寄生部位と目される (C)を除いて, (a)(b)のごとく胃腔の前半部に寄生

するものを前位寄生と呼び, (d)(e)のように胃腔の後半ないし十二指腸に寄生するものを後位

寄生と称すると,ウマバ-寄生を認めた309例中,前位寄生だけのもの127例 (41.2%), 後位寄

生だけのもの 26例 (8･4%),前位 ･後位の双方に寄生を認めたもの 156例 (50.6%)であり,全

般を通じて前任に寄生を認めたものが 283例 (91･6%)に対し,後位に寄生したのほ182例 (58.9

形)でかなり少ない.ただし調査の初期,十二

指腸の虫体を見落したものがあるので,実際は
第4表 ウマバエ幼虫の寄生数

前 ･後位の差はあまりないものと思われる. 寄 生 数 区 分 l 例 数

ところで前任寄生の虫体と後位寄生のそれと

は明らかに種類が異なる.ウマバ-の種類につ

いて記載されている成書 ･文献14'-20)に照らし

て虫体の同定を試みた結果,前任寄生の虫体は

Gasterophilusintestinalis,後位寄生 のそれは

Gasteroplu'lusnasalisと判断せられた.

計

次に寄生数 (概数)であるが, 胃腔内のものと十二指腸起始部の虫体を合わせた数で示すと第4

表のとおりである.

この表に見るごとく,50匹以下の比覇的少数の寄生が寄生例全体の 56･6%で半数以上を占める.
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一万,301-500匹ないし 501匹以上の多数寄生も若干 (5.2%)認められた.

5･季節による寄生状況の変化

ウマバ-の発育は季節によりほぼ一定のサイクルを示すと言われている. すなわち馬の体表に産

卵されたものがふ化し, それが馬体に摂取され舌や歯肉部である程度発育したあと, 胃 (十二指

腸)に到達するのが晩秋 ･初冬の候であり, 胃内で越年し十分成熟に達した幼虫は,4-5月頃ふ

ん便とともに体外に排出されてその後の発育過程をたどる (サナギ-成虫).以上の発育環をみても

分かるとおり,ウマバ-幼虫が胃 (十二指腸)内に滞留寄生するのはおもに冬 ･春季のはずである.

しかし多数寄生の場合, すべての虫体が同じ歩調で発育サイクルを経過するものでもなかろうと考

え,その-んの実状がどうなっているかを調べるために,1年を6月から11月に至る夏 ･秋季と,

12月から翌年5月に至る冬 ･春季の2期に分けて,寄生率並びに寄生数を算出 ･集計した結果次の

成績を得た .

i) 寄生率 冬 ･春季と夏 ･秋季の寄生率を比覇すると第5表のとおりである.

第 5表 季節 による寄生率 の比較

季 節 別 冬 春 季

調査頭数 l寄生例数 】寄生率(%)
夏 秋 季

調査頭数 l寄生例数 】寄生率(%)

計 F 501 1 181 i 36.1 F 508 1 128 1 25.2

表に見るごとく,冬 ･春季の寄生率は夏 ･秋季に比べて高い. とくに北海道馬と九州馬を比較す

ると,前者における季節差の著しいのが目立つ.しかし全般的にみると, 季節による寄生率の差は

意外と少ない結果であった.

ii) 寄生数 単に寄生率だけで季節差を論ずることはできず,寄生数も重要なファクターで

ある.いま冬 ･春季と夏 ･秋季の寄生数を比較してみると第6表の結果を得た.

第 6表 季節 による寄生数 の比較

季 節 別

10匹 以
ll ～ 50
51′-100
101～300
301～500
501匹 以

下
匹
匹
匹
匹
上

冬

7
5
1
2
0
6

1
5
4
5
1

4
4
7
7
5
3

9
0
2
8
5
3

3
2
2

0
3
5
0

00

5
5
1
1

1
4
7
8
0

0

9
1
1
7

3
4
1

計 1 18 1 J 100.0 1 128 1 100.0

この表に見るごとく,冬 ･春季では 51匹以上の寄生が全寄生例の 60%を占め, そのなかには

301-500匹ないし 501匹以上の多数寄生も 8.8%に見られた.それに対し夏 ･秋季は 10匹以下と

いう極少数寄生が全体の約 40%を占め,50匹以下の少数寄生は 80%に達し,他方,101匹以上の

ケ-スはわずかであり, 301匹以上は皆無であった.すなわち寄生数の面からみると季節による差
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はすこぶる明瞭と言える. つまり夏 ･秋季でも体外に排出しつくされないで,胃 (十二指腸)に止

まる虫体が若干存在するので寄生牢としては 目立って低下しないが,虫体数そのものは著しく減少

するというのが実状であろう.

ウマバ-幼虫の発育の程度は,言うまでもなく季節により明瞭な差がある. 初冬の候,胃に到達

したばかりの虫体はきわめて小さく,1.2月に親祭した虫体には体長 5mm ぐらいの小さいものも

見られた.それが年を越して1月になると急速に発育が進み,1月下旬から2月にかけてすっかり

成熟した幼虫となる. なお前位寄生では,はじめ散在性に寄生していた虫体が,寄生数の増加に伴

なって漸次集合性 ･密集性となる. また前任寄生でも後位寄生においても,虫体が密集する場合は

発育の遅れた小型虫体が集団の辺縁部に位置し, 中心に至るほど成熟した虫体が寄生するようであ

る.

考 察

九州では熊本その他で馬肉を好んで食する地域がある. 熊本市食肉センターの馬のと殺頭数は牛

よりはるかに多く,昭和45年 1年間の処理頭数は4,982頭にも達しキ･一方,九州における馬の飼

育頭数は漸減の傾向にあり,これら多数にのぼる肉用馬の需要を満たすことができない･ そのため

の不足分をわが国の馬の多産地である北海道から移入 ･搬入によって補っている実状である･ 例を

熊本市食肉センターにとれば,北海道馬の移 ･搬入数が年々増加し,数年前までほ全と殺馬の30%

程度であったものが,最近 (昭和45年)では,北海道馬の占める割合が 60%にも達している･こ

れらの馬は家畜商が北海道に出向いて買集め, トラック輸送または貨車便で九州-運搬する･ 九州

に着いた馬はセリ (市場)に出され, それを食肉業者が買い取って直ちにと殺するか,あるいはい

ったん農家などで買取り1-2カ月間肥育されたものが,食肉業者の手に渡りと殺される･ その流

通機構はかなり複雑らしいが, いずれにせよ相当多数の北海道馬が九州内でと殺されるので,図ら

ずも地元の九州馬と北海道馬のウマバ-寄生状況を比較観察できることになった次第である･ その

結果は上述のごとく九州馬と北海道馬の間に明瞭な差が認められたが, その差がなにによって生じ

たかの理由を考えてみたい.まず第一に考えられることは,北海道では放牧の機会が多いのに対し,

九州馬の飼育形態は一部を除いて舎飼いが主である. ウマバ-の発育環からみて,野外における感

染のチャンスが多いことは当然であろう. 都城市食肉センターでと殺される馬の大部分は宮崎県産

であり,一部は鹿児島県 (贈於郡)産であるが, この地域の馬は専ら舎飼いで放牧は非常に少な

い.このことが同センターのウマバ-検出率を極端に低くしている理由の一つであろう･ 第二に考

えられるのは,ウマバ-の発育に及ぼす至適温度の問題である. ウマバ-はその発育の各ステージ

(卵のふ化, サナギの羽化,成虫期など)を通じ, 高温を嫌い比較的低温を好むものではあるまい

か.わが国のウマバ-症に関する飯田20),菊池21),市岡ら12',北村13) らの報告はいずれも東北地方

および北海道における成績であり,九州を含めて西日本の報告は皆無である. ウマバ-に限らず他

の-=ウジ症についても同じことが言えるようで, 輸入羊から本土に定着したヒツジバ-症に関す

る報告 (大林ら22',加藤ら23',北村ら24'),また同じく輸入牛を通じて本邦に土着したウシバ-症の

報告 (小泉ら25')を見ても,その発生はいずれも北海道および東北地方に限られている･北岡26'ほ,

ウシバ-属のうちキスジウシバ- (Hypodermalineatum)は比較的高温地帯にも分布するが,ウシ

メ- (Hypodermabovis)は低温地域に限定すること, また舎飼い牛は感染の機会が少ないのに対

し放牧すれば定着可能であると述べているが, ウマバ-症をも含めたノ､-ウジ症の発生条件にはほ

ぼ共通的なものがあるのであろう･ 要するに気温が比華的低く,かつ飼育形態として放牧を主とす
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る北海道馬はウマバ-の侵襲を多く受け,その反対に気温が比較的高く, かつ舎飼いを主とする九

州馬はウマバ-の被害を受けにくいものと考えられる.

次にウマバェ幼虫の種類についてであるが,飯肝 o)は北海道の軍馬のふん便中に排出された虫体

を調べ,Gasterophilusequi(G･inlestinalisの Synonym)54.7%,Gasterophilusnasalis38.0

%,GasteropZu'ltLShaemorf･hol.dalis7･4%の割 りに検出したと述べている･菊池2日は東北地方 (盟

岡)で夏季放牧に出す馬のウマバ-寄生は高率であることを認め, かつ剖検の結果,胃 (噴門部)

に寄生するのは Gasteroplu'lusequi,十二指腸起始部に寄生するのは Gaste′･ophilusnasalisである

とし,Gasterophilushaemorrhoidalisは検出しなかった.われわれの調査でも,Gasterophilushae-

morrhoidalisを認めなかった点は菊池の成債と一致している.

ウマバ-寄生による馬体の影響については,松原i9),飯田20) らは,意外と障害が少なく馬の栄養

状態にたいした悪影響はないといい,Roy27)はウマバ-幼虫の消化生理を研究し,本幼虫は宿主の

血液を吸飲して生活するものではなく, 専ら宿主の消化した液体物質を吸って生活するので,多数

寄生しても馬の症状は少ないと述べている. われわれの調査はと畜場での短時間内の観察であり,

寄生状況と馬の栄養状態との関連を詳しく調べることはできなかった. 従って本症の馬体-の影響

を正しく論ずることはできないが, 寄生部位,寄生時期などの条件によっては全く無害とは言えな

いものと思われる. すなわち前胃部はともかくとして粘膜の柔らかい十二指腸などに多数寄生する

場合の障害は避けられないであろう. また虫体の成熟が急速に進む2月以降においては,ある程度

の悪影響を馬体に及ぼすものと考えられる.

要 約

昭和43-46年,九州内の熊本 ･都城 ･別府 ･飯塚の4と畜場において合計1,009頭のと殺馬の胃

(十二指腸起始部を含む)を検査し,ウマバ-幼虫の寄生状態を観察して以下の知見を得た.

1) 調査馬合計 1,009頭中309例にウマバ-幼虫の寄生を認めた.すなわち平均寄生率は30･6%

である.年令別にみると2才以下の寄生率は 28.2%,3-6才は 23.7%,7-10才は30･1%,

ll-14才は 40.6%,15才以上は 55.6%であり,一般に年令の進むほど寄生率は高くなる･ しか

し2才以下の若令馬にも少なからざる寄生を認めた･

2) 胃のうち前胃部およびヒダ状緑付近に寄生する種類は Gastero15hilliSintestinall'Sで,胃の幽

門部および十二指腸起始部に寄生するのは Gasterophilusnasalisである･ 前者は寄生例全体 (309

例)の91.6%に見られ,後者は58･9%に認められた.両種類が同時に寄生するものは50･6%であ

った.なお Gasterophilushaemorrhoidalisは1例も認めなかった.

3) 胃と十二指腸を合わせた寄生数 (概数)は,50匹以下が寄生例全体 (309例)の56･6%で半

数以上を占め,51-300匹が 38.2%,301匹以上のケースは 5.2%であった･ただし寄生数は季節

による変動が著しく,一般に冬 ･春季に多数寄生するものも夏 ･秋季には激減する･

4) 九州では熊本その他で馬肉を好んで食する地域がある. 九州の馬の飼育頭数は漸減の傾向に

あるので,いきおい食肉用の馬をわが国の馬の多産地である北海道から搬入する･ その数は年々増

加し,熊本市食肉センターでは昭和45年におけると殺馬の約 60%は北海道馬で占められた･この

ような状況下, 上述の調査馬 (1,009頭)のなかには北海道で飼育され, ウマバ-の感染が北海道

で起きたことの明白なものが相当多数含まれている.

5) すなわち,1,009頭の調査馬の産地区分は九州産が 503頭,北海道産が 402頭,その他 (中

国 ･四国など)16頭,産地不明 88頭であった･ このうち北海道馬と九州馬のウマバ-寄生率を比
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較すると,前者が55.2%とすこぶる高値であるのに対し,後者 (九州馬)のそれはわずか8.7%で

著しく低い. 次に九州内の各県 (宮崎 ･鹿児島 ｡大分 ･熊本 ･長崎 ･福岡 ･佐賀)の問には著差は

認められない (県によっては例数が少なくて比硬不能).要するに九州馬そのもののウマバ-寄生率

は一般に低いが, 外部から搬入された馬 (北海道馬)によって平均寄生率がかなり上昇するという

疫学上特異のバク←ンを示している.

6) 北海道馬にウマバ-寄生が多く九州馬に少ない理由の第一は, 北海道馬は放牧の機会が多い

のに対し九州馬の飼育形態は主として舎飼いであるためであろう. ウマバ-の発育環からみて野外

における感染のチャンスが多いのは当然である. 第二の理由として ウマバ- の発育の各ステージ

(卵のふ化,サナギの羽化,成虫期など)を通C,外界の気温の高いところよりも東北 ･北海道のご

とき比較的低温な地方が適しているためと思われる.

稿を終わるに臨み,調査にご協力いただいた熊本市食肉衛生検査所,宮崎県都城保健所, 大分県

別府保健所並びに福岡県飯塚保健所のと畜検査員諸氏に厚くお礼を 申し上げる. また調査作業 に

参加し, 加勢をしてくれた当研究室専攻学生の小橋 清 ･岡崎暫辛 ｡大倉推彰 の諸君 の労を多と

する.

なお本研究には昭和45年度文部省科学研究費の補助を受けたことを付記する.
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Summary

InfestationofGasteroplu'lllSlarvaetostomach(includingoriginalpartofduo-

denum)wasinvestigated for1968-1971withatotalof1,009slaughteredhorses
attheabattoirsin4citiesin Kyushu,namely,KulTlalT10tO,MiyakonoJO,Beppu

andlzuka,andthefollowingknowledgewasobtailled.

1.) OtltOf1,009slatlglltel･ed llOrSeS,ilュfestationwasobservedon309cases,

indicatinganavel-ageinfestationrateof30.6%.Theinfestationrateaccording

totheagewel･eaSfollows:

youngerthan2years 28.2形

3-6years

7-10yeal~S

ll114yea]-s

oldel･than15years

23.7%

30.1%

40.6%

55.6%

Generally aratiowashighel-aSa1101-SeWasOldel･inage.Itwashowever
knowllthatevenwiththosebol-SeSyoungerthall2years,stillinfestationwas
foundinnosmallnumbers.

2) Those infestantaround Pal.SPrOVentrL'cularlsand Margoplicatus (partly
acrossParsglandularis)al-CGaste/･opZu'lusinleStinall'S,andthoseinfestantaroundPars
pyloricaandorlglnalpartofduodenum areGasterophilusnasalis.Theformerwas

foundiI191.6% ofthetotalinfestation(309cases),andthelatterwasseenill

58.9% ofthem. FurthermorecombinedillfestationofG.intestinalisandG.nasalts

wasfoundin50.6形.NocaseofG.hae7nOrr.holdall'swasfoundatall.

3) Numbersoflal-Vaefoulldinstomachalュdduodenum (approximatenumber)
wereasfollows:AmongthetotalinfestatioIl(309cases)56.6% hadlessthan

50,38･2% had5ト300,andonly5･2% had301ormore.Howeveritvariesvery
muchbytheseason,i.e.,gellel~allyagoodnumberoflarvaearefoundinwinter

andspring,ithoweverdecreases]~emarkablylnSummerandautumn.

4) InKyushuthereal･eSOmedistricts,whereinthehorsemeatisusedfor

food,fo1-instance,Kumamoto and others.Recently thehorsebreeding has
graduallybeendeclinedillKyushu,therefore,horsesformeatareobligedtobe

broughtinfrom Hokkaido.Nulnbersofsuch traIISferal-eincreasing yearby
year,thusatpresent(1970)about60% oftheslaughteredhorsesattheKuma-
moto abattoirarethosebroughtfrom Hokkaido.Undersuch circumstances

among theabove一mentiolledslaughtered horses(1,009iIltotal)includeagood

manyofthoseraisedinI-Iokkaidoandappal･entlyinfestated by Gasterophiliasis

therealready.

5) ThebT･Cakdownlistoftotal1,009slatlghteredho]~sesisasfollows:

RaisediilKyusht1 503
〝 Hokkaido 402

〝 others(ChugokuandShikoku) 16
Unknown 88

Astotherateofinfestation,aremal･kabledifferencewasobsel-Vedbetweenthe

horsesraisedinHokkaidoandthoseraisedinKyushu. Therateoftheformer

was55.2%,whiletherateofthelatterwasonly 8･7%･Therewasnobig
differencefoundasperpl･efecturesinKyushu(Miyazaki,Kagoshima,Oita,Ku-

mamoto,Nagasaki,FukuokaandSaga).

6) Thereasonwhy infestation ofGasterophiliasisismol-eOnhorsesfl'Om

HokkaidoalldlessonhorsesinKyushucallbeconsideredasfollows:
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011eOfthereasonisthatthehorsesinHokkaidoarefrequentlyputtopas-

ttlre,Whilein KytlShu theyaremainly raisedinhousillg.Inview ofthelife

cycleofGastel･ophilLLSitisnaturalthattheformerisfacingagoodmanychances

ofinfestation inthe丘eld.Anotherreasonisconsideredtobethatthroughout

therespectivegrowthstageofGasterophilus(hatching,emergence,imaginalstage,

etc.),illfestation iseasierintheplaceasHokkaidowheretemperatureofthe

airiscoITlpa1-ativelylow.


